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1.  平成22年3月期第1四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第1四半期 7,850 △37.7 260 △62.7 282 △61.0 174 △62.8

21年3月期第1四半期 12,597 ― 699 ― 724 ― 469 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第1四半期 2.68 ―

21年3月期第1四半期 6.89 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第1四半期 31,912 26,277 82.3 403.03
21年3月期 32,810 26,209 79.9 401.98

（参考） 自己資本   22年3月期第1四半期  26,277百万円 21年3月期  26,209百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 3.00 ― 4.00 7.00
22年3月期 ―

22年3月期 
（予想）

3.00 ― 4.00 7.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

18,000 △31.3 150 △89.0 200 △86.0 200 △77.4 3.07

通期 39,000 △12.3 750 91.6 850 76.0 550 42.0 8.44

- 1 -- 1 -



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 4．その他をご覧下さい。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 4．その他をご覧下さい。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 業績予想に関する事項は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 3．連結業績予想に関する定性的情報をご覧下さい。 
 本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、多分に不確定な要素を含んでおり
ます。実際の業績等は様々な要因により予想と異なる可能性があります。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第1四半期 70,156,394株 21年3月期  70,156,394株

② 期末自己株式数 22年3月期第1四半期  4,956,809株 21年3月期  4,954,951株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第1四半期 65,199,672株 21年3月期第1四半期 68,179,436株
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当第１四半期におけるわが国経済は、昨年来の世界的な急激な景気後退によりかつてない厳しい経済環

境で推移しました。生産の底入れの兆しや景況感の改善がみられるなど最悪期は脱したものと思われます

が、民間設備投資の低迷、雇用環境の悪化など経済活動は極めて低い水準が続いております。  

 こうした状況のもと、当社グループにおいて、第１四半期の売上高は、銅価の下落と急激な需要後退に

より前年同四半期実績を３７．７％下回り７８億５千万円となりました。営業利益は、前年同四半期実績

に対し６２．７％減の２億６千万円 にとどまりました。 

  

 以下、事業の種類別セグメントごとの業績の概況は次のとおりであります。なお、各セグメント売上高

の金額にはセグメント間取引を含んでおります。 

  

［電線・ケーブル事業］  

 銅電線は、電力会社向けは堅調に推移しましたが、国内民間設備投資の減少や機械・機器生産の急激な

減少により、建設・電販部門、その他内需向けを中心に需要は大きく減少しました。また、銅電線の製品

価格の基準となる銅価は、前年同四半期実績比約４５％下落しました。  

 その結果、電線・ケーブル事業の売上高は、前年同四半期実績比４２．８％減の６１億９百万円となり

ました。 また、営業利益は前年同四半期実績比８５．９％減の３千８百万円となりました。  

  

［電子材料・光部品他事業］  

 電子材料・光部品他事業の売上高は、世界的な電子材料の需要不振により前年同四半期実績比９．１％

減の１７億６千万円となりました。また、営業利益は前年同四半期実績比４８．８％減の２億１千３百万

円となりました。  
  

  

当第１四半期の財政状態は、前連結会計年度末と比較して、短期貸付金の増加、棚卸資産の増加および

株価上昇による投資有価証券の増加に対し、主として銅価の下落による受取手形及び売掛金の減少により

総資産は８億９千８百万円減少し、３１９億１千２百万円となりました。負債は、設備未払金を主とする

未払金や支払手形及び買掛金、未払法人税等の減少により、９億６千５百万円減少し、５６億３千４百万

円となりました。純資産は配当金の支払いに対し、その他有価証券評価差額金の増加等により６千７百万

円増加し、２６２億７千７百万円となりました。  

 営業活動によるキャッシュ・フローは、主として税金等調整前四半期純利益の増加、売上債権の回収等

により１５億４千５百万円の収入となりました。投資活動によるキャッシュ・フローは、主として有形固

定資産の取得による支出および短期貸付金の増加により１２億５千万円の支出となりました。財務活動に

よるキャッシュ・フローは、配当金支払い等により２億６千１百万円の支出となりました。  
  

  

平成22年３月期の業績予想につきましては、平成21年４月30日に公表しました業績予想値から変更して

おりません。 
  
  
  
  

  
  

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 
  

  

1.原価差異の繰延処理 

   原材料費及び加工費の原価差異については、流動資産に繰り延べております。 

2.棚卸資産の評価方法 

   一部の棚卸資産については、実地棚卸を省略しております。 

3.経過勘定項目の算定方法  

   固定的な要素が大きく、予算と実績の差異が僅少のものについては、合理的な算定方法によ 

  る概算額で計上しております。 

4.法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法  

   法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに 

  限定しております。 
  

   当第１四半期連結会計期間より、材料の評価方法については、従来の総平均法から月別総平 

  均法に変更しております。なお、この変更による損益に与える影響は軽微であります。 

  
  

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末 
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   
流動資産   
現金及び預金 513 480 
受取手形及び売掛金 10,112 12,159 
有価証券 30 30 
製品 1,405 1,328 
仕掛品 1,772 1,427 
原材料及び貯蔵品 513 509 
繰延税金資産 219 225 
短期貸付金 6,560 5,961 
その他 527 511 
貸倒引当金 △13 △18 

流動資産合計 21,643 22,616 

固定資産   
有形固定資産   
建物及び構築物（純額） 2,804 2,839 
機械装置及び運搬具（純額） 2,785 2,878 
工具、器具及び備品（純額） 456 408 
土地 1,875 1,875 
建設仮勘定 268 217 
有形固定資産合計 8,189 8,221 

無形固定資産   
ソフトウエア 179 173 
ソフトウエア仮勘定 4 48 
施設利用権 5 5 
その他 1 2 
無形固定資産合計 190 229 

投資その他の資産   
投資有価証券 1,415 1,158 
長期貸付金 1 1 
長期前払費用 21 22 
前払年金費用 237 250 
繰延税金資産 118 218 
その他 106 106 
貸倒引当金 △13 △13 

投資その他の資産合計 1,887 1,743 

固定資産合計 10,268 10,193 

資産合計 31,912 32,810 
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末 
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   
流動負債   
支払手形及び買掛金 2,207 2,504 
1年内返済予定の長期借入金 334 334 
未払金 324 796 
未払費用 538 775 
未払法人税等 127 160 
その他 177 154 
流動負債合計 3,709 4,726 

固定負債   
長期借入金 1,499 1,499 
退職給付引当金 183 131 
役員退職慰労引当金 62 79 
総合設立厚生年金基金引当金 139 139 
製品保証引当金 21 21 
その他 18 2 
固定負債合計 1,924 1,873 

負債合計 5,634 6,600 
純資産の部   
株主資本   
資本金 6,676 6,676 
資本剰余金 4,536 4,536 
利益剰余金 15,820 15,906 
自己株式 △1,269 △1,268 

株主資本合計 25,764 25,851 

評価・換算差額等   
その他有価証券評価差額金 512 358 
評価・換算差額等合計 512 358 

純資産合計 26,277 26,209 

負債純資産合計 31,912 32,810 
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

売上高 12,597 7,850 
売上原価 10,855 6,510 
売上総利益 1,741 1,340 

販売費及び一般管理費 1,041 1,079 
営業利益 699 260 
営業外収益   
受取利息 1 7 
受取配当金 19 9 
負ののれん償却額 10 － 
雑収入 15 20 
営業外収益合計 46 36 

営業外費用   
支払利息 8 10 
雑支出 12 4 
営業外費用合計 20 14 

経常利益 724 282 

特別利益   
投資有価証券売却益 6 － 
貸倒引当金戻入額 22 4 
特別利益合計 28 4 

特別損失   
ゴルフ会員権評価損 0 0 
特別損失合計 0 0 

税金等調整前四半期純利益 752 287 
法人税、住民税及び事業税 205 112 
法人税等調整額 77 △0 

法人税等合計 282 112 

四半期純利益 469 174 
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 
（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   
税金等調整前四半期純利益 752 287 
減価償却費 326 392 
負ののれん償却額 △10 － 
退職給付引当金の増減額（△は減少） △60 51 
前払年金費用の増減額（△は増加） 9 13 
役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △5 △16 
貸倒引当金の増減額（△は減少） △22 △4 
受取利息及び受取配当金 △21 △16 
投資有価証券売却及び評価損益（△は益） △6 2 
ゴルフ会員権評価損 0 0 
支払利息 8 10 
固定資産売却損益（△は益） － △0 
固定資産除却損 6 0 
売上債権の増減額（△は増加） 620 2,046 
たな卸資産の増減額（△は増加） △377 △425 
その他の資産の増減額（△は増加） △319 △9 
仕入債務の増減額（△は減少） 44 △301 
未払金の増減額（△は減少） △39 △68 
未払費用の増減額（△は減少） △308 △245 
未払消費税等の増減額（△は減少） 8 △71 
その他の負債の増減額（△は減少） 151 23 
小計 757 1,667 
利息及び配当金の受取額 20 16 
利息の支払額 △0 △2 
法人税等の支払額 △371 △136 

営業活動によるキャッシュ・フロー 406 1,545 
投資活動によるキャッシュ・フロー   
有価証券の取得による支出 △0 △0 
有価証券の売却による収入 13 － 
有形固定資産の取得による支出 △421 △644 
有形固定資産の売却による収入 5 0 
無形固定資産の取得による支出 △4 △5 
短期貸付金の増減額（△は増加） 49 △599 
投資その他の資産の増減額（△は増加） 11 △0 

投資活動によるキャッシュ・フロー △345 △1,250 

財務活動によるキャッシュ・フロー   
短期借入れによる収入 500 － 
配当金の支払額 △478 △260 
自己株式の取得による支出 △242 △0 

財務活動によるキャッシュ・フロー △221 △261 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △160 32 

現金及び現金同等物の期首残高 836 510 
現金及び現金同等物の四半期末残高 676 543 
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該当事項なし 
  

前第１四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日) 

 
（注） 

１．事業区分の方法   

    事業は、製品の製造方法・製造過程、並びに使用目的及び販売方法の類似性を考慮し、  

   電線・ケーブル、電子材料・光部品他に区分しております。  

 ２．事業区分に属する主要な製品等  

    電線・ケーブル…………裸線、ケーブル(電力用、光・通信用)、被覆線、工事・付属品  

    電子材料・光部品他……電子材料、機器システム製品、光部品類、環境分析他  

 ３．会計処理方法の変更 

    当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第 

   ９号 平成18年７月５日）を適用し、評価基準については、収益性の低下による簿価切下 

   げの方法を適用しております。なお、この変更による損益に与える影響はありません。 

 ４．追加情報 

    当第１四半期連結会計期間より、法人税法の改正を契機として資産の利用状況等を見直 

   した結果、主要な機械装置の耐用年数を８～10年より７～８年に変更しました。この変更 

   に伴い、従来の方法によった場合に比べて営業利益は、「電線・ケーブル事業」では４３ 

   百万円、「電子材料・光部品他事業」では３百万円、それぞれ減少しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

電線・ 
ケーブル 
(百万円)

 電子材料・
光部品他 
(百万円)

計 
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結 
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高 10,684 1,912 12,597 ― 12,597

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高 3 24 28 (28) ―

計 10,688 1,936 12,625 (28) 12,597

営業利益 273 416 690 9 699
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当第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

 
（注） 

１．事業区分の方法   

    事業は、製品の製造方法・製造過程、並びに使用目的及び販売方法の類似性を考慮し、  

   電線・ケーブル、電子材料・光部品他に区分しております。  

 ２．事業区分に属する主要な製品等  

    電線・ケーブル…………裸線、ケーブル(電力用、光・通信用)、被覆線、工事・付属品  

    電子材料・光部品他……電子材料、機器システム製品、光部品類、環境分析他  

 ３．会計処理方法の変更 

    当第１四半期連結会計期間より、材料の評価方法については、従来の総平均法から月別 

   総平均法に変更しております。なお、この変更による損益に与える影響は軽微でありま 

   す。 

  

前第１四半期連結累計期間(自平成20年４月１日 至平成20年６月30日)及び当第１四半期連結累計

期間(自平成21年４月１日 至平成21年６月30日)において、本邦以外の国又は地域に所在する連結子

会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間(自平成20年４月１日 至平成20年６月30日)及び当第１四半期連結累計

期間(自平成21年４月１日 至平成21年６月30日)において、海外売上高は、いずれも連結売上高の１

０％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

該当事項なし 
  

電線・ 
ケーブル 
(百万円)

 電子材料・
光部品他 
(百万円)

計 
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結 
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高 6,107 1,743 7,850 ― 7,850

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高 1 17 19 (19) ―

計 6,109 1,760 7,870 (19) 7,850

営業利益 38 213 251 9 260

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

ﾀﾂﾀ電線㈱(5809)平成22年3月期第1四半期決算短信

- 10 -


	平成22年3月期第1四半期決算短信
	１．平成22年3月期第1四半期の連結業績
	２．配当の状況
	３．平成22年3月期の連結業績予想
	４．その他
	・定性的情報・財務諸表等
	１．連結経営成績に関する定性的情報
	２．連結財政状態に関する定性的情報
	３．連結業績予想に関する定性的情報
	４．その他
	５．四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書
	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	（４）継続企業の前提に関する注記
	（５）セグメント情報
	（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記






